
59 月）

所要額の算定方法
一人当たり毎月2万円、年間10名を想定して5年間分として1680万円を積立てたが、途中で支給額を増額している。
令和8年3月末の残高は1,260万円。

特定の事業又は資産取得等の名称 給付型奨学金積立資産

当該活動の内容 令和6年度から開始した給付型奨学金の支払いに備えて積立てるもの。

計画期間（目的設定～実施） 西暦 2024 年 4 月 ～ 2029 年 3 月 月数　（

特定の事業又は資産取得等の名称 温泉棟建替積立資産

当該活動の内容 平成２７年（２０１５年）に建築した温泉棟が１０年を経過し、将来の建替えに備えて積立てるもの。

計画期間（目的設定～実施） 西暦 2026 年 4 月 239 月）

公益充実資金の概要

所要額の算定方法 建築時１６０百万円を要しており、現時点で５８百万円を償却済み。したがって、６０百万円の公益充実資金を計上し、限度額を１６０百万円とする。

～ 2046 年 3 月 月数　（


